
活動報告 

団 体 名 鶴の恩返し 

活 動 名 被災地の自立復興のためのボランティア派遣活動 

活動期間 2019/04/01～2019/09/30 

活動の成果 

公民館で炊き出しと茶話会に取り組んだもの。呼びかけなどを積極的に行ってい

ただいた結果、参加人数が徐々に増えていくことで、その場が徐々に活気がある

ものになっていったことが印象的だった。呼びかけを通して被災者が参画してい

る構図ができ、当日のお世話なども徐々に積極的になっていったことを踏まえる

と、今後の地域住民による復興に向けての一助は担えたとも言える。更に、被災地

の近隣地域の役割の重要性を語りながら呼びかけを行う中、賛同者が数名でき、

活動を共に取り組みつつ、想いを伝えることができた。「活動の現地化」に向けて、

今後も近隣地域の役割の大きさを感じながら、具体的な活動を模索している様子

が伺え、今後を見守りたいと思っている。付け加えると、「大阪救援隊」という炊

き出し活動を得意とする団体と協同することができ、大阪在住のメンバーがメニ

ューの考案、買い出し、調理法などを教えてもらいながら取り組むことができた。

こうしたつながりができたことも大きな成果であり、活動の幅が広がったように

思っている。また、電動工具の貸与についてであるが、３６ボルトの電動工具が好

評で、使い勝手の良さを感じた支援者が自前で購入した例も生まれており、先日

発生した台風１９号の復旧活動で活用している報告も受けており、良い働きがで

きたのではないかと自負している。こうした活動に取り組むなかで、徐々に全国

的に仲間が増えてきており、今後の体制の変更も視野に入れている。今、台風１９

号の被害に対して、ボランティア数が足りないということを聞いているが、被災

地の近隣住民の役割を明確化していくことで、災害が激増している昨今を乗り越

えることができていくのではないかという持論が持てたことも団体としての成果

であり、今後につなげていきたいと思っている。 

寄付者への 

メッセージ 

災害復旧、復興活動に取り組ませていただくと、時折に孤独と向き合う瞬間が多

くあります。そうしたことが日常茶飯事に起きてくるのが被災地で、「こんな思い

をするならもうやめよう」という心になりがちなのですが、常日ごろからメンバ

ー同士で確認していることが、「私たちの活動は、寄付をしてくださった方々の祈

りや願いを背負わせていただかねばならない」ということで、この確認によって

折れそうになった心を立て直すことができています。今後も、「寄付してくださっ

た方々が誇りに思える活動」を目指して取り組ませていただきたいと願っていま

す。この度は皆様のご寄付を使わせていただき、活動に取り組ませていただくこ

とができたこと、心から御礼申し上げます。ありがとうございました。 

（活動のようす） 

          


